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はじめに　
魯迅は、一八八一年九月、中国浙江省紹興で、地主官僚の家に
生まれた。本名は周樹人で字を豫才といった。父は周鳳儀といい、科挙受験資格試験の合格者で秀才であったが、科挙第一段階合格者である挙人にはなれなかった。母は魯瑞とい 当時の女性としては珍しく読み書きができ、清末に纏足反対運動 起きると纏足をほどき断髪するなど開明的 女性だった。弟には、文学者であり日本文化研究者でもある周作人、生物学者の周建人が る。父の科挙に関する賄賂が発覚して祖父が下獄、その後父も重病で亡くなり、周家は急速に没落した。　
一八歳で南京にあった鉱務鉄路学堂に入学し四年間を過ごす。
その間、ハスクリー著『進化と倫理』を厳復が訳した『天演論』などを読み 進化論をはじめ新しい思想にふれる。一九〇二年国費留学生として日本に七年余り留学した。国の 々を救うために医学を専攻したが、同時 西洋の文学や哲学にも心惹かれた。　
一九〇四年、仙台医学専門学校に最初の中国人留学生として入
学し、学校側も彼を無試験かつ学費免除で厚遇した。当時、医学校では講義用の幻灯機で日露戦争に関する時事的幻灯画を見せていた。母国の人々 屈辱的な姿を映し出したニュースを見て、二年で医学専門 校を退学する。 はじめての小説集である 『吶喊』 （一九二三年）の「自序」には、当時のこと 次のように述べている。
あのことがあって以来、私は、医学などは肝要でない、と考えるようになった。愚弱な国民 たとい体格がよく、どんなに頑強であっても、せいぜいくだらぬ見せしめの材料と、その見物人になるだけだ。病気したり死んだりする人間 たとい多かろうと、そんなことは不幸とまではいえぬのだ。むしろわれわれの最初 果すべき任務は、かれらの精神を改造することだ。 して、精神の改造に役立つものといえば、当時の私の考えでは、む ん文芸が第一だった。そこで文芸運動をおこ 気になった。 （一九二二年十二月月三日、北京において魯迅しるす。竹内好訳『魯迅 集１』 ）





















日本留学時代の友人であった銭玄同から要望さ 、 雑誌『新青年』の一九一八年五月号 、小説『狂人日記』を発表した。　
一九一九年には、 『孔乙己』と『薬』の二つの小説を『新青年』







府に抗議する学生・市民に対し、軍隊が発砲して四七名が死亡する「三・一八事件」が起きると、魯迅は政府を激 く批判した。これに対し軍閥政府は魯迅を含め五〇数名を指名手配者としたため、魯迅は日本人やドイツ人が経営する病院に潜伏を余儀なくされた。避難生活は五月には終わ 、その年八月北京を離れ、福建省にある厦門大学の中国文学の教授として迎えられた 一九二七年一月 は、北京女子師範大学の教え子であった許広平のいる広州に移り、中山大学教授の職 就いたが、ここでも反共クーデターが起こり、中山大学の職を辞した。　
一九二七年、許とともに広州を脱出し、上海に着いた。一九二
九年九月には長男海嬰が生まれる。一九三〇年代の魯迅は、国民党政府によって、その作品をしばしば発禁処分にされた反体制文学者であった。魯迅 、一九三六年一〇月一九日上海 て、持病の喘息の発作で急逝する。　『故郷』 は、 一九二一年五月号 『新青年』 第九巻第一号に発表、 『吶喊』に所収された。日本においては一九二七年 武者小路実篤主宰する月刊誌『大調和』一〇月号に掲載されたが、訳 は不明だという
２。以下のような訳者による『故郷』の翻訳がある。













































一、帰郷途中の「私」　『故郷』は、 「私」という一人称で語られ、現実と過去の回想が交錯する物語である。 「私」は、現実の〈語り手〉であると同時に過去の回想の〈語り手〉でもある。中里見敬氏は「三つの時間と二重の物語行為という構造に起因す 作中人物によ 語り代行 いう現象こそが、 「故郷」 テクストを特徴づけてい のである」
６と指摘する。 「三つの時間」とは、 「私」が帰郷の様子



















り手〉が「私」の想いにぴたりと添うようにして語ることで、より一層「寂寥の感 が増幅する仕組みになっている。作品冒頭の「寂寥の感」は重要であり、 「故郷」への思いは、結末で明らかにその質を変えることになる。この「私」の「故郷」への想いの変化こ が、 『故郷』という教材 文学的価値である。 『故郷』という作品は、末尾の「希望」 いう「私」 想いに全ての想いを収斂させていくところに、渾身のエネルギーが注がれている。　
田辺洵一氏は「確かにこの作品の場合、その時代背景に一九二
〇年前後の中国があり また、紹興にあった屋敷 明け渡しとった魯迅の伝記的事実が題材となってはいる。しかし、 作品の読みとしては、そのようなことに関する知識がなければ読めないというようには考えるべきではない」と述べ、 読むとは、とばをモデルとなった事実に還元する ではない」
１０
と明言
する。また、佐藤洋一氏 、 『故郷』の小説 特質として 人間像のイメージの変化、それによって語られている作者 思想、社会の中 人間のテーマ、細密な特徴的な描写等にあり、末尾の断片的「説明」や「私」 心境・語を人生論的に重視するのは 魯迅の小説の読み方からも、近代小説の読み方からもズレなる」
１１
と指摘する。文学教材の読みのあり方に留意しながら、
作品の構造やことば 仕組みを読み解くことで、 『故郷』 文学教材としての可能性を考察していく。













かれの股 くぐっ 逃げ しまう。
　「電光のように一挙によみがえ」った記憶に、 「私」はやっと「美しい故郷」を見出すのである。この光景は、三十年前にあっても










　「閏土」そのものが実体のあるものというよりも、 「閏土の心」として心象化した「神秘の宝庫」となって、 「私」の心に深く刻まれた。 「私」の脳裡に「神秘の宝庫」として蘇った「閏土」の心は、 「私」の「故郷」そのも であったのである。　帰郷した直後の「私」には蘇らなかった「故郷」の美しさが、






きつけるのである。輝かしい「閏土」の消滅が、 『故郷』という作品の精神である。 「私」の「故郷」喪失の実体について、田中実氏は「憧れの夢 世界に棲む輝かしい少年閏土こそ、 「故郷」そのものであり、 そ 姿の消滅こそ、 私」にとっての真の「故郷」喪失であったのである」
１２
と述べている。 「私」は、もう一人の





そういえば子どものころ、筋むかいの豆腐屋に、楊おばさんという人が一日じゅう坐っていて、 「豆腐屋小町」と呼ばれていたっけ。しかし、その人なら白粉を塗っていたし、頬骨もこんなに出ていない 唇 こんなにうすくはなかったはずだ。
　「楊おばさん」に対する「私」の感情は、作品掉尾に表現されている「また他の人のように、やけをおこして野放図に走る生活を共にす 」人物の象徴として描かれている。 「楊おばさん」を見て、 「私」が何度も「ドキンとした」のは、今まで知っている人間のどの種類にも属さない新種 人間を見たからである。一方的にまくし立てる「五十がらみの女」に年下の「私」は「どぎまぎ」し、 「返事 しよう ないので」 、 「口を閉じたま 立っていた」のである。四、変貌した「閏土」について　「楊おばさん」の激変に圧倒された「私」は、 次に更なる「故郷」の客に出会わなければならなかった。 「私」が「思わずアッと声が出かかっ」て「いそいで立ちあがって迎えた のは、驚くほど変貌を遂げた「閏土」であっ 。
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く言葉は出なかった。 「閏土」は「つっ立ったままだった。喜びと寂しさの色が顔にあらわれた。唇が動いたが、声にはならなかった」のである。そして、やっと出た言葉は《旦那さま……》であった。田辺洵一氏は「 「旦那さま」という制度のことばは、 「私」の制度としての存在をあきらかにした。 「私」は、そのことばに圧倒されて、こ ばを喪った。 私」は、閏土と同様、あらがいがたく状況の支配を受けていたのである
１３
と指摘している。



















仕組みから読み取らせること なる。 「楊おばさん」と 閏土」の変貌を作品の「私」の内省にどう関わらせていくかが重要にな








いま自分は、自分の道を歩いているとわかった。思えば私と閏土との距離 まったく遠くなったが、若い世代はいまでも心がかよ 合い、げんに宏児は水生のことを慕っている せめてかれらだけは、私とちがって、たが に隔絶することのないように……とはいっても、かれらがひとつ心でいた がために、私のように、むだの積みかさねで魂をすりへらす生活を共にすることは願わない。また閏土のように、打ちひし
































別』 （一九四五年）がある。この「惜別」ということばは、仙台医専時代に、魯迅に個別添削を授けるなど何か 気を配っていた恩師、藤野厳九郎が最後に魯迅に渡した写真の裏に書 たである。その藤野との関係は、小説『藤野先生』に以下のよ に描かれている。
　《私の講義、ノートが取れますか？》とかれは訊ねた。　《どうにか》　《見せてごらん　私は筆記したノートをさし出した。かれは受け取って、一





師と仰ぐ人のなかで、かれはも とも私を感激させ、も とも私を励ましてくれたひとりだ 私はよく考える。かれが私に熱烈な期待をかけ、辛抱づよく教えてくれたこと、それは小さくいえば中国のためである。中国に新しい医学の生れることを期待したのだ。大きくいえば学術の めである。新しい医学が中国 伝わること 期待したのだ。私の眼から見て、また私の心において、かれは偉 な人格である そ 姓名を知る人がよし少いにせよ。 （ 「藤野先生」竹内好訳『魯迅文集２』 ）
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日本との関わりの深い魯迅ではあるが、国語教科書に採録され
ているのは、もちろん本国中国の方が早い。藤井省三氏は「中学国語教科書に至っては単行 に先んじて「故郷」を教材として収録し、知識階級予備軍の情念と理論とを養っていく そして一九四九年に共産党が中国を統一したのち は、 「故郷」は階級闘争の視点から解釈され、社会主義 思想政治教育 担う国語教材として中学校で教えられ く である」
１５
と指摘している。日







ことは、卒業後も、自力で文学作品を読めるように るこ である。そのためには、作品を教える観点ではなく、作 で教え 観点が必要である。たとえ一人でも、その方法で んでいけば深い解釈ができるという文学作品の読み方をきちんと教えることが重要である。文学教材 読み方を理解 、習熟する過程 通して、
生徒たちは少しずつ自らの力で文学作品を読むことができるようになる。そして、文学作品の本当の面白さ、読書の本当の楽しさを味わうことができるようになること 、他者への想像力を豊かにすることができると考える。




































































































「魯迅の「故郷」中国では日本より読まれない？」北京魯迅博物館元副館長の陳漱渝氏は、昨年「教材におけ 魯迅」という書籍を出版した。 氏は「魯迅の作品が教材から撤退したと ような表現は大げさだが、減少傾向にあることは事実」と語る。人民網日本語版二〇一四年一一月五日。
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A study on Japanese language art education
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